
「まつ」通信 No.６

初事業Cafeまつぼっくり
－救援物資の再配分－

2012年11月5日発行

月 日、先生たちのためのサロン「 ま10 13 Cafe

つぼっくり」をオープンさせました。左の写真

が入口の様子です。

前号でお知らせしたように、教育支援チーム

「まつ」では、今年度の事業に「先生たちの居

場所づくり」を掲げて来ました。震災後、先生

たちは、学校の「子どもたちのことを第一」に

考え「自分のことは後回し」という状況が長く

続いて来ました。もちろん 「仕事なのだから当然」と、そのことを当たり前のこととし、

てやっていらしているとは思います。また 「仕事のある私たちは幸せ」といった思いも、

あったでしょうから、不平や不満をお聞きすることはありませんでした。だからこそ心配

になるし、気になるというのが「まつ」のスタンスです。時にニーズは 「声」にならず、

に埋もれていることもあると考えています。

「まつ」の総会や理事会でも 「学校と家の往復しかなくなった先生たちは、やはり、、

どこか重苦しいものを感じる 「校長室などがなくなり、管理職も教師もみんな一緒とい」

う中では、ちょっとした愚痴もこぼしにくい 「研修会の帰りに、友だちと教師と話しが」

できる場所もない」といった声があがり 「子どもたちのことを相談できる場所 「先生、 」

たちが集まれる場所」の確保に４月より取り組んできました。そうした中で、小友町西の

坊に住む後藤稔さんから、使わなくなって建物をお借りできることとなりました。

日・ 日の「内覧会」には、何人かの方が訪問してくださ13 14

いまして、その一部の様子は 月 日の にも掲載され10 16 東海新報

ました。まだまだたくさんの方においでいただいている状態では

ありませんが、少しずつ、先生方の居場所になるような工夫をし

ていきたいと思います。右の写真が となる部屋の正面の様子Cafe

で、およそ 畳ほどの広さがあります。パソコン・プリンター10

、 。 、も常設し 少しばかりの本とマンガもあります この部屋以外に

事務室、和室があります。

さて、 まつぼっくりでは、 月頃より学校で不要になった救援物資を回収し、再配Cafe 9

分をする事業を進めてきました。各学校から集めた救援物資を、 まつぼっくりの和Cafe

室にて、使える物と使えない物に整理し、救援物資一覧表を作成し、各学校に配布しまし

た。その後、米崎中学校、広田小学校、世田米小学校より申し込みがあり、救援物資の再

配分を行いました。その上でさらに残った救援物資に関しては、希望する個人に配布する



ことにしました。 月下旬に、各小学校（小友・10

広田・米崎・気仙・矢作）を通して全家庭配布の案

内を出し、 月３・４日に再配分を行いました。11

各家庭で必要としているものが本当にあるのかと

いう点については、事務局を含めて大変心配してお

りましたが、朝から午後にかけて大変盛況でした。

２日間で、広田地区 軒、小友地区 軒、米崎地15 12

区７軒、気仙地区３軒、矢作地区９軒の合計 軒46

がお越しになりました。多くのご家庭では、案内に目を通した上で、欲しい物に○をつけ

。 、 、 、て見えられました また 子どもさんとお母さんという組み合わせだけでなく お父さん

おばあちゃん、おじいちゃんと一緒という具合に、いろいろな組み合わせで、みなさんで

お越しになり、延べにすると 人を越えた方々がお越しになりました。当日は、 ベ130 Ed.

、「 」ンチャーの方もお手伝いに見えていましたが 都会ではなかなか見られない光景ですね

と話しておられました。また、 年以上も前に教えた子どもが、お父さんになって現れ20

、「 、 」 、 、て 僕のこと 覚えていますか？ と聞かれ 年以上も昔のことを思い出すと同時に20

教え子たちがこの地に根を下ろしていることを大変うれしく思ったりもしました。

「 まつぼっくり」の前は、ちょっとした広場になっておりますから、小さい子どCafe

もたちは元気に駆け回っていまして、先生たちの居場所は、終日、子どもたちの元気な声

で賑わっていました。
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オープン時間 土・日 10:00～16:00Cafeまつぼっくり
※必要に応じて平日も開所しますので、ご連絡ください。

教育支援チーム「まつ」事業時間 水～金（原則）10:00～16:00
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Cafe NPO Ed.さて まつぼっくりの開所にあたって必要な経費は 法人教育支援グループ、 、

ベンチャーが、赤い羽根共同募金に助成申請を行い、助成が決定したことで実現可能とな

りました。開所の次の事業は、 の建物の脇に、簡易図書館を設置することです。配Cafe

架する予定の図書は、①先生方の教材になるような図書、②子どもたちにお薦めしたい図

書、③陸前高田市に関係する震災関連図書を検討しています。近く、簡易図書館となるユ

ニットハウスが設置される予定ですので、こちらも楽しみにお待ちください。

教育支援チーム「まつ」

029-2208 124-1 19-6〒 岩手県陸前高田市広田町字大久保 旧広田水産高校仮設住宅

Tel/Fax:0192-56-3325 e-mail: teammatsu01@gmail.com

029-2207 147-23Cafeまつぼっくり 〒 陸前高田市小友町字茗荷

この事業は、赤い羽根「災害ボランティア・NPO活動サポート募金」助成を受け実施しています。

寄付を募っています。ご協力をお願いします。
5903255銀行名：東北労働金庫 支店名：高田支店 口座番号：普通

口座名義：教育支援チーム「まつ」 代表 鈴木正彦
（キョウイクシエンチームマツ ダイヒョウ スズキマサヒコ）


